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家路
─いったいどこに帰るのか？

　これほど「歌われている」交響曲は
ないのではないか。ドヴォルザークの
交響曲第9番〈新世界から〉第2楽章「ラ
ルゴ」を耳にすると、つい歌詞を添え
て口ずさみたくなる。まるで民謡のよ
うに自然で、郷愁を誘うメロディだ。
　多くの日本人は、この「ラルゴ」を
歌詞付きで歌ったことがあるはず。さ
て、どんな歌詞だっただろうか。おそ
らく、堀内敬三の詞による「遠き山に

日は落ちて」（「家路」）を思い出す方
が多いのではないか。いかにもキャン
プファイヤーなどにぴったりの訳題で
ある。あまりこの曲の歌詞を意識する
ことはなかったが、改めて詞を読む
と、一日の終わりにくつろぐ様子が歌
われており、仕事や学校の帰りにもよ
くなじむ歌詞だと感じる。
　しかし、この曲に歌詞を添えたのは
堀内敬三だけではない。野上彰作詞に
よる「家路」をご存知の方もいらっし
ゃるだろう。その歌い出しは、「響き
わたる 鐘の音に／小屋に帰る 羊た

旅するシンフォニー
〜ドヴォルザークの交響曲第9番〈新世界から〉を巡って
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ドヴォルザークが長年過ごしたプラハの街並み

心情、終楽章の高揚は困難を乗り越え
た勝利の象徴と解釈したように、フィ
ンランドの人々もそれぞれの思いをこ
の交響曲に重ね合わせたことであろう。
第1楽章　アレグレット、ニ長調　ソ
ナタ形式。シベリウスが「圧政にも屈
しないフィンランドの田園生活」と表
現したように、木管の軽やかな第1主
題で始まる。重たく引き延ばされた音
に続く第2主題は力強い。
第2楽章　テンポ・アンダンテ、マ・
ルバート、ニ短調　ドン・ファン伝説
の石像の客の場面やイタリア滞在で触
れたキリストに因

ちな

む様々な楽想が用い
られたとされる緩

かん

徐
じょ

楽章。
第3楽章　ヴィヴァーチッシモ、変ロ長
調　荒々しいスケルツォ楽章。切迫した
主部とオーボエが牧歌的な旋律をゆっく
りと奏するトリオが交替する。後半の二
つの楽章は連結され、その劇的な展開は、
闘争から勝利へという図式を思わせる。
第4楽章　フィナーレ、アレグロ・モ
デラート、ニ長調　ソナタ形式。弦楽
器の堂々とした第1主題に勇壮なトラ
ンペットが応答して勝利を印象づけ
る。エレジー風の第2主題と共に、大
きな高揚を作り上げる。

シベリウス
交響曲 第2番 ニ長調 作品43

作曲：1901年／初演：1902年3月8日、ヘルシンキ／演奏時間：約43分

楽器編成／フルート2、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トランペット3、トロンボーン3、チューバ、ティンパニ、弦五部

　フィンランドのジャン・シベリウス
（1865〜1957）は、交響詩〈フィンラン
ディア〉（1900年初演）の成功で国民的
作曲家の地位を確立し、フィランドの伝
承叙事詩『カレワラ』を拠

よ

りどころに、
民衆の思いを代弁するような数々の作品
を発表した。交響曲第2番は、後期ロマ
ン派の影響を残しつつ独自の民族色を打
ち出したシベリウス初期の代表作である。
　1901年2月からしばらく、シベリウ
スは妻と幼い子供たちとともにイタリ
アの風光明

めい

媚
び

な保養地ラパッロに滞在
することになった。そこは長い冬に閉
ざされたフィンランドとは異なり、春
の到来前にもかかわらず美しい花々が
咲き、その風景に心は満たされた。そ
して、イタリアのドン・ファンの伝説
などからも着想を得て構想を練り、交
響曲第2番の作曲が開始された。
　帰国後に完成した第2番は、イタリア
での経験があるとはいえ、全曲を貫い
ているのは、森と湖の国フィンランド
の自然と民族への誇りだ。初演は作曲
者自身の指揮で行われ、大成功を収め
た。フィンランドの指揮者ロベルト・カ
ヤヌスが、第2楽章の抑制された音楽を
ロシアの圧政に苦しむ民衆の絶望的な
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ち」。こちらは歌詞の上で「ゴ〜〜〜
ン！」といきなり鐘の音が鳴っている。
1番の歌詞で思い出に浸る様子が歌わ
れ、2番の歌詞では待ちわびる老親の
家を訪ねるとあって、どうやらここで
歌われているのは日常的な帰り道など
ではなく、久しぶりに故郷に帰るとい
う心揺さぶる人生の特別イベントなの
だ。これも「家路」には違いないが、
堀内敬三の詞とはかなりテイストが異
なる。
　では、どうしてドヴォルザークの

〈新世界から〉が、日本では「家路」に
なってしまったのか。そんな疑問もわ
く。実は前述の二つ以外にも、多数の
バージョンの日本語訳詞による「家路」
が存在する。このメロディには、日本
人のノスタルジーを喚起する特別なな
にかが含まれているのだろうか。
　そう考えたくなってしまうのだが、
実際にはこの曲は日本に入ってくるよ
りももっと前から「家路」だった。ドヴ

ォルザー
クがアメ
リカ時代
に教えた
弟子の作
曲家ウィ
リアム・
フィッシ
ャ ー が、
1922 年

にこの曲に「Goin’ Home」という歌
詞を付けて出版しているのだ。これが

「家路」と訳されたと考えるのは自然
なことだろう。もとより、郷愁を誘う
メロディだ。おまけにアメリカに渡っ
たドヴォルザークが望郷の念にかられ
ていたことを思えば、弟子が「Goin’ 
Home」という歌詞を添えたことにも
納得がゆく。
　ところが、フィッシャーの「Goin’ 
Home」の歌詞を見ると、ここで描か
れる故郷は堀内敬三の詞とも野上彰の
詞とも意味合いが異なることに気づ
く。この詞における故郷とは、「母が
待ち、父が待ち、みんなが待っている
場所」であり、「失うものはなにもな
くすべてを得られ」「悩みも苦しみも
ない」永遠の故郷だというのである。
つまり、現世との別れの歌なのだ。
　そう考えると、「家路」がたどり着く
先はフィッシャー、野上彰、堀内敬三

で、ずい
ぶん違い
が あ る。
いちばん
遠くに帰
るのがフ
ィッシャ
ー の 詞、
いちばん

近所に帰るのが堀内敬三の詞だ。
　今や「家路」には、デパートなど商
業施設の閉店の音楽や、学校の下校の
音楽としての印象も強い。これ以上な
いほど、日常的な帰宅の音楽になって
いる。ドヴォルザークがプラハからニ
ューヨークへと船で渡るためには10
日間以上を要したことを思えば、ジェ
ット機時代の「家路」がずいぶん近く
なっていても不思議はないのかもしれ
ない。

爆走するオーケストラ

　ドヴォルザークの〈新世界から〉で、
もう一つ気になるのは、「鉄道」モチ
ーフだろう。ドヴォルザークは非常に
熱心な鉄道ファンだった。蒸気機関車
に魅せられて、駅を訪ねてはその様子
を何時間も眺め、列車の時刻表から運
転手の名前まで暗記していたという。
今風にいえば、なかなか「鉄分が高

い」。
　作曲者自身がそう明示しているわけ
ではないにせよ、〈新世界から〉第4楽
章はそんな作曲者の鉄道趣味のあらわ
れと解釈することができる。冒頭は発
車する蒸気機関車が次第に速度を増し
ていくようだ。車体が爆走する重量感
がとてもよく伝わってくる。続く決然
とした主題も旅のはじまりにふさわし
く、実にドラマティックだ。
　鉄道名曲といえば、ドヴォルザーク
よりもぐっと描写的に蒸気機関車を表
現したオネゲルの交響的楽章〈パシフ
ィック231〉や、アルカンのピアノ曲

〈鉄道〉といった作品も後に書かれて
いる。〈新世界から〉は彼らの先輩格
といってもいいだろう。
　第4楽章には全曲でただ一度、シン
バルが登場する場面がある。「シャー
ン」とささやかにシンバルが打ち鳴ら
されるのを境に、曲は夢見るような曲
調に一変する。きっとこのシンバルは
現実と空想シーンを切り替える合図の
ような意味合いの音だろうと長らく理
解していたのだが、ある鉄道ファンの
方が「いや、あれは列車の連結音にち
がいない」と指摘してくれた。な、な
るほど……。ずいぶん即物的な描写で
はあるが、たしかに筋は通っている。
　もっとも、蒸気機関車の連結音は聞
いたことがないのだけれど。

（いいお よういち・音楽ライター）

アントニン・ドヴォルザーク（1841〜1904）

ニューヨーク到着後のドヴォルザーク
（右端）

フィッシャー「Goin’Home」の楽譜
の表紙
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あろうと、母が指揮者に怒られたり団
員から顰

ひん

蹙
しゅく

を買うようなことになっ
てはいけないと、身動きもせずにじっ
とシートに座り続けるのである。実は
この経験のおかげで、私はとあるスキ
ルを身につけた。どんなつまらない曲
でも、それをBGMにしたお話を想像
する。そうしていると、長丁場でもな
かなか楽しく過ごせるのである。
　さすがに私が就学した後は、本番の
日は家で留守番をすることも多くなっ
たが、それでも時々母は「今度やるの
は面白い曲だから、あんたたちも来た
ほうがいいよ」と私達を演奏会場へ連
れて行くことがあった。確かに母が薦

すす

める曲は子供でも楽しめるものが多か
ったし、私はそれらの音楽に耳を傾け
ながら、いつものように頭の中で様々
な妄想をどんどん膨らませるのである。
　そんな生演奏で聞かされたたくさん
の曲の中には、今でも作画の時に聴く
ものがいくつかある。そのうちの一つ

　私の母はオーケストラのヴィオラ奏
者だった。夫と死別してシングルマザ
ーになった後も、夜が遅くなる演奏会
の日には娘二人をコンサート会場に連
れて行くこともしばしばあった。楽屋
で待たせる場合もあるけれど、たいて
いはステージからもよく見える、客席
の最前列のど真ん中に娘たちを座ら
せ、演奏しながら時々こちらをちらり
と監視する。曲目がつまらない時な
ど、どうしても途中でもぞもぞと動き
始めてしまうわけだが、そんな時はス
テージから演奏中の母が、鋭い眼光で
こちらをカッと睨

にら

みつけるのだ。真剣
に演奏をしている大勢の団員の中で母
だけが指揮棒ではなく、私達を見つめ
ているその有様は、子供心に大いなる
緊張感をもたらすものがあった。そん
な危険信号が出た時は、即座に私も妹
も椅子にじっとおさまり、楽曲が終わ
るまでの時間を静かに耐え抜くしかな
い。シベリウスであろうとメシアンで

がアレクサンドル・ボロディンの〈イ
ーゴリ公〉第二幕の名曲“だったん人
の踊り”である。私が初めて音楽から
得たイメージを絵で表したのも、この
“だったん人の踊り”だった。美しい旋
律と躍動感に満ちたこの曲のタイトル
である〈イーゴリ公〉が、いったいど
んな話なのか母に聞いてみたが、「公
爵様の冒険物語よ」というような短い
答えしか戻ってこず、私は自分の妄想
のみで、広い野原を馬に乗って走る王
子様の絵を描いた。動物を描くのが大
好きだったので、どちらかと言えば王
子様ではなく馬の描写に力の入った絵
だったが、そこからさらに物語が奥に
向かって広がっていくのである。私は
新聞の折り込みチラシの裏に、草原を
行く馬と王子様のイメージ画像をどん
どん描いて、そこに汚い文字で物語を
書き込んだ。
　“だったん人の踊り”で実践したこの
音楽妄想画法は癖になり、私はその
後、随分様々なジャンルの曲を聴いて
は、頭の中に浮かぶ画像や物語をカン
バスや紙の上で表現し続けてきた。私
の作品は音楽の効果によって作られた
ものが殆

ほとん

どなのである。
　しかし、実はこの音楽妄想のせい
で、ちょっとした失敗をしたこともあ
る。フィレンツェの美術学校に通って
いたころ、街の店に美しい絨

じゅう

毯
たん

が飾
られているのを見かけた。外に出て来

た店長のペル
シャ人のおじ
さんに誘われ
て店内に入る
と、なんとそ
の時の店内の
BGMは“だっ
たん人の踊り”
だったのである。おじさんは音楽が流
れる中で、その絨毯が織られた地域に
ついての描写をぺらぺらと語り始め
た。とたんに私の頭の中には、行った
こともないそのペルシャの村のエキゾ
チックな情景が広がった。広大な草
原、地平線まで赤く染まるドラマチッ
クな夕焼け。民族衣装に身を包みなが
ら踊る美しい娘たちと、乗馬の上手い
男たち。当時の私は明日食べるのにも
事欠くくらい貧乏だったのに、気がつ
いてみると月賦でその絨毯を購入して
いたのである。最終的に自分のものに
はなったのだから失敗とは言えないの
だけど、“だったん人の踊り”を聞くと、
今の私にはどうもあのフィレンツェの
絨毯屋と話の上手い店長の顏が思い出
されてしまうのであった。

音楽妄想画法
ボロディン：〈イーゴリ公〉“だったん人の踊り”

ヤマザキマリ─①
Mari Yamazaki

心に残るクラシック

漫画家・随筆家。1967年東京都出身。国立
フィレンツェ・アカデミア美術学院で油絵
と美術史を専攻。『テルマエ・ロマエ』で第
3回マンガ大賞、第14回手塚治虫文化賞短
編賞受賞。エジプト、シリア、ポルトガル、
米国を経て現在はイタリア在住。平成27年
度芸術選奨文部科学大臣賞受賞。平成29年
イタリア共和国星勲章コメンダトーレ綬章。

profi le やまざき・まり

©川上尚見

ボロディン(1833〜87)
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大槻 健
Ken Otsuki

◎首席コントラバス奏者

≪まずコントラバスの魅力を教えてい
ただけますか≫
　コントラバスは、ヴァイオリン、ヴ
ィオラ、チェロと、だんだん大きくな
っていった楽器と思われがちですが、
実はコントラバスだけヴィオローネと
いう楽器が先祖で、ギターやリュート
と同じ系統なんですよ。コントラバス
は本番の出来を大きく左右する楽器だ
と自負していますし、最も音楽的でな
いといけないと感じています。特に、
ドイツの曲は低音を重要視し、チェ
ロ・コントラバスを中心に作られてい
るものが多いと思います。明るい曲調
から重厚感あふれるものまで、コント
ラバスの音色で曲の情景を表現したり
引き出したりしていきます。また、グ
ルーヴ感というか、会場の空気感を音
で作れるのです。
≪奈良県出身の23歳。9歳からチェ
ロを始め、中学校入学とともにコント
ラバスに転向。Rubato Strings
主催の第2回日本国際コントラバス・

コンクール第1位。 東京芸術大学在学
中から国内のオーケストラの客演首席
奏者を務め、 今年4月に読響に入団≫
　祖父と父が趣味でチェロを弾いてい
たこともあって、9歳の時に、「チェロ
をやりたい」と両親にせがみました。
とはいっても、習う先生の当ては全く
ありません。インターネットでスクー
ルを探し、週1回のレッスンを開始。
音楽を楽しく教えていただき、結局高
校2年まで続けられました。
　中学入学と同時に吹奏楽部に入部。
メロディーが多くてよく目立つのでク
ラリネットを希望しましたが、チェロ
を弾いていたことからコントラバスを
薦められ、これが大きな転機となりま
した。クラリネットでプロを目指して
いたという高校の吹奏楽部顧問が、講
師にプロのコントラバス奏者・林武寛
先生を呼んでくださり、先生の弾く素
晴らしい音、音楽的な知識などがその
後の人生に影響したと思っています。
進路を決めなければならない高校2年
の秋に、音楽で生きていこうと決断。
林先生のご自宅がある兵庫までレッス
ンに通いました。両親を説得するのは
難しかったですが、国内の主要オーケ
ストラの雇用条件や収入、活動内容な
どを調べて「ここに入れば大丈夫」と

　父の母親の家系が島崎で、つまり祖
母のおじいちゃんが島崎藤村です。小
さいころ学校の教科書に出ているのに
びっくりしたぐらいで、特に意識をし
たことはありませんが、藤村の詩はリ
ズムがよく、心地のよい韻は音楽に通
ずるような気がしています。親戚も含
めて、フルート奏者やヴィオラ奏者、
画家など芸術家も多いのですよ。
≪読響には首席として入団しました。
今後の目標などはありますか≫
　学生時代から他の楽団ではエキスト
ラとして首席も務めてきました。首席
はまさしくかじ取り役。譜面に書いて
はありませんが、車のアクセルとブレ
ーキのように、どっちに行こうかとい
う場面が必ずあり、それを導いていく
役割も大変面白いと思っています。皆
さん協力的で、かえって一番若いのが
良いのかもしれません。失敗しても素
直に謝り、日々糧にしています。
　草津音楽祭で、コントラバスの世界
的巨匠で、元ベルリン・フィル首席奏
者のクラウス・シュトール氏のレッス
ンを受けました。彼の音はとても優し
く、天から降ってくるような衝撃的な
 ものでした。 ホールを包み込むような、
 空間そのものを作り出すような色や温
度のある音を出していきたい。 そして、
 伝統のある読響の音に加えて、新しい
読響のコントラバス・セクションの音
を作っていくことが今の目標です。

 説得し、 東京芸術大学に進学しました。
　周りの音楽レベルは高かったです
ね。同級生には、今月の《三大協奏曲》
に出演するヴァイオリンの岡本誠司さ
んや、小林壱成さん、チェロの岡本侑
也さんなどスタープレーヤーも多く、
演奏技術や音楽的なコミュニケーショ
ン能力をお互いに高め合うことができ
ました。中でも印象深いのは、池松宏
先生の言葉です。「ヴァイオリンが演
奏に入る瞬間の弓の毛の音を聴け」。
常に一緒に演奏する人を考え、時にリ
ードし時に支えることが、コントラバ
スに求められている役割の一つだと考
えています。都内の三つのオーケスト
ラの首席オーディションを受験予定で
したが、最初に受けた読響に合格でき
ました。　
≪詩人で小説家の島崎藤村の子孫と聞
きました≫

読響最年少の首席
音作りにこだわりたいです

楽団員からのメッセージ

essage from playerM
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今後の公演案内

pcoming concert scheduleU

ペンデレツキ：広島の犠牲者に捧げる哀歌
シマノフスキ：ヴァイオリン協奏曲 第1番
ハース：静物　ラヴェル：ラ・ヴァルス
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）　ヴァイオリン：諏訪内晶子

諏訪内晶子
©吉田民人

音楽の力とは？ カンブルランが届ける未来への熱いメッセージ

9/28（金）19：00 第581回 定期演奏会
サントリーホール

“色彩の魔術師”カンブルランの《チャイコフスキー名曲選》

チャイコフスキー：幻想序曲〈テンペスト〉、
ロココ風の主題による変奏曲、交響曲 第4番

指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）　チェロ：アンドレイ・イオニーツァ

9/16（日）14：00 第210回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

9/15（土）14：00 第210回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

シルヴァン・
カンブルラン

新鋭バスティアンのタクトが生む華麗なる〈ボレロ〉

ベルリオーズ：序曲〈ローマの謝肉祭〉
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲
ドビュッシー：交響詩〈海〉　ラヴェル：ボレロ
指揮：ジョセフ・バスティアン　ヴァイオリン：神尾真由子

9 / 6（木）19：00 名曲シリーズ　福岡公演
アクロス福岡シンフォニーホール

9 / 5（水）19：00 第21回 大阪定期演奏会
フェスティバルホール （大阪）

ジョセフ・
バスティアン

©Astrid Ackermann

カンブルランが鮮やかに描くブルックナー〈ロマンティック〉

モーツァルト：歌劇〈後宮からの誘拐〉序曲、ピアノ協奏曲 第24番
ブルックナー：交響曲 第4番〈ロマンティック〉（1888年・第3稿/2004年刊コーストヴェット校訂版）

指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）　ピアノ：ピョートル・アンデルシェフスキ

9/23 14：00 第106回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

9/21（金）19：00 第615回 名曲シリーズ
サントリーホール

ピョートル・
アンデルシェフスキ

©SimonFowler（　）日・祝

　9月5日《大阪定期》、6日《福岡公演》は、フランス出身の新鋭バスティア
ンが読響に初登場。2016年にドイツの名門、バイエルン放送響でセンセー

ショナルなデビューを飾って以来躍進する注目株だ。得意のフランス音楽か

ら〈海〉や〈ボレロ〉などの名曲を輝かしく響かせる。また、チャイコフスキ

ーのヴァイオリン協奏曲では、チャイコフスキー国際コンクールで優勝し、

巨匠メータの指揮でミュンヘン・フィルなどと共演した実力派、神尾真由子
が超絶技巧と豊かな音楽性を発揮する。

　9月後半は、常任指揮者のカンブルランが3プログラムを披露する。《土曜・

日曜マチネー》は、オール・チャイコフスキー・プログラム。〈ロココ風の主

題による変奏曲〉では、2015年のチャイコフスキー国際コンクールを制した

イオニーツァを独奏に迎える。後半は、力強いファンファーレと民俗的なリ

ズム、哀愁漂う旋律で人気の交響曲第4番。カンブルランが、鮮烈な切り口

で作品の奥深さを満喫させてくれるだろう。

　21日《名曲》、23日《みなとみらいホリデー名曲》はブルックナーの傑作、

交響曲第4番〈ロマンティック〉を核にしたドイツ系プログラム。旧来のブ

ルックナー解釈を打ち破る鮮やかなアプローチに期待が高まる。前半は、円

熟を増すポーランドの名匠アンデルシェフスキが、モーツァルトのピアノ協

奏曲で独特の世界観を表現し聴衆を魅了するだろう。

　28日《定期》は、「死と破滅」というテーマを色濃く打ち出すプログラム。

ラヴェル〈ラ・ヴァルス〉をメインに、ペンデレツキ、G. F. ハースの作品で

同時代へ眼差しを注ぐ。また、シマノフスキのヴァイオリン協奏曲第1番で

は、世界的ヴァイオリニストの諏訪内晶子が共演し、幻想的な世界を作る。

 （文責：事務局） 

9  月 公演の聴きどころ

検索読響チケットＷＥＢ
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1回券料金表

定期・名曲・みなとみらい S ¥7,500 A ¥6,500 B ¥5,500 C ¥4,000

定期 （10/26公演） S ¥9,500 A ¥7,500 B ¥6,000 C ¥4,500

マチネー S ¥7,500 A ¥5,500 B ¥4,500 C ¥4,000

大阪定期 BOX ¥8,500  S ¥6,100 A ¥5,100 B ¥4,100

福岡公演 S ¥6,100 A ¥5,100 B ¥4,000

ハイドン：歌劇〈無人島〉序曲
ベートーヴェン：ヴァイオリン協奏曲
ベートーヴェン：交響曲 第2番
指揮：ジョヴァンニ・アントニーニ　ヴァイオリン：ヴィクトリア・ムローヴァ

お申し込み・
お問い合わせ

読響チケットセンター　0570-00-4
ヨ

3
ミ

9
キョー

0
（10：00～18：00／年中無休）　

ホームページ・アドレス https://yomikyo.or.jp/

ヴィクトリア・
ムローヴァ

©Henry Fair

古楽界の鬼才アントニーニが初登場。女王ムローヴァが共演！

10/16（火）19：00 第616回 名曲シリーズ
サントリーホール

ジョヴァンニ・
アントニーニ

©David Ellis WEB

アントニーニが自らリコーダーも披露し、名人アヴィタルが魅せる

ヴィヴァルディ：ドレスデンの楽団のための協奏曲
ヴィヴァルディ：マンドリン協奏曲
J. S. バッハ：マンドリン協奏曲
ヴィヴァルディ：リコーダー協奏曲　
ハイドン：交響曲 第100番〈軍隊〉
指揮＆リコーダー：ジョヴァンニ・アントニーニ
マンドリン：アヴィ・アヴィタル

10/21（日）14：00 第211回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

10/20（土）14：00 第211回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

アヴィ・アヴィタル

日下紗矢子
©読響

日下紗矢子ら読響メンバーが繰り広げる白熱のアンサンブル

《日下紗矢子リーダーによる室内合奏団》
J. S. バッハ：ブランデンブルク協奏曲 第5番
バルトーク：弦楽のためのディヴェルティメントほか

ヴァイオリン：日下紗矢子（読響特別客演コンサートマスター）　チェンバロ：北谷直樹

10/22（月）19：30 第19回 読響アンサンブル・シリーズ
よみうり大手町ホール ※19：00から解説

鈴木雅明
©Marco Borggreve

鈴木雅明＆世界最高峰のRIAS室内合唱団による極上の響き

J. M. クラウス：教会のためのシンフォニア
モーツァルト：交響曲 第39番
メンデルスゾーン：オラトリオ〈キリスト〉
メンデルスゾーン：詩篇第42番〈鹿が谷の水を慕うように〉
指揮：鈴木雅明　ソプラノ：リディア・トイシャー
テノール：櫻田 亮　合唱：RIAS室内合唱団

10/26（金）19：00 第582回 定期演奏会
サントリーホール

第19回 読響アンサンブル・シリーズ
よみうり大手町ホール ※19：00から解説完売

名匠デイヴィスがシベリウスの名曲で熱いタクトを振る！

ニールセン：歌劇〈仮面舞踏会〉序曲
エルガー：チェロ協奏曲
シベリウス：交響曲 第1番
指揮：デニス・ラッセル・デイヴィス
チェロ：ハリエット・クリーフ

11/23 14：00 第107回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

エマニュエル・パユ
©Josef Fischnaller licensed to EMI Classics

ジャズの要素がふんだんに盛り込まれたアダムズの衝撃作

スクロヴァチェフスキ：ミュージック・アット・ナイト
モーツァルト：フルートとハープのための協奏曲
アダムズ：シティ・ノワール
指揮：デニス・ラッセル・デイヴィス
フルート：エマニュエル・パユ
ハープ：マリー＝ピエール・ラングラメ

11/28（水）19：00 第583回 定期演奏会サントリーホール

デニス・ラッセル・
デイヴィス

©読響

ハリエット・クリーフ
©Nancy Horowitz

（　）金・祝

マリー＝ピエール・
ラングラメ

©Kevin Lowery
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ー音楽賞の歴史に読響の名を刻むこと
ができ、これ以上の喜びはありませ
ん。今回の受賞はとりわけ、マエスト
ロのもと演奏力に磨きをかけ、音楽性
の向上をはかってきた楽員らの努力と
修練の結晶であると自負しています。
これを励みに、日本のクラシック文化
をさらに発展させるよう、微力ながら
尽力する所存です」と語りました。
　その後に行われた祝賀会では、楽団
員を代表して首席ヴァイオリン奏者の
瀧村依里と打楽器奏者の野本洋介が壇
上で、〈アッシジ〉公演ではとりわけ
打楽器が多く、また難しい部分がたく
さんあったことや、他のパートの演奏
を聴いてお互いに切磋琢磨しながらリ
ハーサルに励んだことなど、エピソー
ドを語りました。

　読響は、「第49回（2017年度）サ
ントリー音楽賞」を受賞し、7月2
日（月）にサントリーホール・ブル
ーローズで行われた受賞式に出席
しました。この賞はサントリー芸術
財団（代表理事：堤剛、鳥井信吾）
から毎年、日本での洋楽文化の発展
にもっとも顕著な功績のあった個
人または団体に贈られるものです。
代表理事の堤剛氏より、当団理事長の
古本朗に賞状が授与されました。
　受賞理由に、「アルブレヒト、スク
ロヴァチェフスキを継いでカンブルラ
ンが常任指揮者に就任してからも演奏
能力を飛躍的に向上させ、国際的な視
点からのレパートリー作りを励行し、
世界的に見ても第一級のオーケストラ
へと成長して、日本のオーケストラ界
をリードする存在となった」ことがあ
げられました。2017年はとりわけ、
カンブルランとのメシアンの歌劇〈ア
ッシジの聖フランチェスコ〉（演奏会
形式）の全曲日本初演の功績と、オペ
ラの舞台で二期会〈ばらの騎士〉、新
国立劇場〈神々の黄昏〉、日生劇場〈ル
サルカ〉の演奏が高く評価されました。
　受賞にあたって古本は、「サントリ

「第49回（2017年度）サントリー音楽賞」を受賞

■10/3（水）19：00　東京芸術劇場コンサートホール
 指揮：井上道義
 ソプラノⅠ（いと罪深き女）：菅英三子
 ソプラノⅡ（贖罪の女）：小川里美
 ソプラノⅢ（栄光の聖母）：森麻季
 アルトⅠ（サマリアの女）：池田香織
 アルトⅡ（エジプトのマリア）：福原寿美枝
 テノール（マリア崇拝の博士）：フセヴォロド・グリフノフ
 バリトン（法悦の教父）：青戸知
 バス（瞑想する教父）：スティーヴン・リチャードソン
 首都圏音楽大学合同コーラス、TOKYO FM 少年合唱団

マーラー：交響曲 第8番〈千人の交響曲〉
［料金］ S ¥7,000　A ¥6,000　B ¥5,000　C ¥4,000　D ¥3,000
［お問い合わせ］ 東京芸術劇場ボックスオフィス
　　　　　　0570 ︲ 010 ︲296（休館日を除く10～19時）

井上道義＆読売日本交響楽団　マーラー〈千人の交響曲〉

■9/7（金）19：00　アルカスSASEBO（長崎県佐世保市）
読売日本交響楽団　佐世保公演

■9/8（土）18：30　スターピアくだまつ（山口県下松市）

　指揮：ジョセフ・バスティアン
　ヴァイオリン：神尾真由子

ベルリオーズ：序曲〈ローマの謝肉祭〉
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲
ドビュッシー：交響詩〈海〉
ラヴェル：ボレロ

［料金］ S ¥6,500　A ¥5,500　B ¥4,500　学生 ¥1,000 （9/7）
 S ¥4,800　A ¥4,300　学生 ¥2,000 （9/8）

［お問い合わせ］ アルカス SASEBO　0956︲42︲1111（第2・4水曜日を除く）
　　　　　  スターピアくだまつ　0833︲41︲ 6800

スターピアくだまつ名曲シリーズXV　読売日本交響楽団演奏会

記念撮影の模様　©読響

読響ニュース

ews & topicsN
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